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抄録: 可搬型加速器 X 線源によるその場での非破壊燃料デブリ CT 元素分析手法の開発を行う。模擬デブリ

について化学分析との比較をすることで、本元素分析手法の妥当性を確認する。 
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1. 緒言 

	 東京電力福島第一原子力発電所（1F）の廃止措置等に向けた中長期ロードマップによれば、2021年には燃

料デブリ取り出しが始まる。しかしながら、実際の燃料デブリ取り出し作業に伴う問題点としては、対象と

する燃料デブリの塊全体の性状が不確かであり、取り出し作業自体が難航すると予想される。故に、本研究

では炉内に存在する燃料デブリについての、可搬型加速器 X線源を用いた物性解析を目的としている。 

2. 2 色 X 線 CT による燃料デブリの物性解析の可能性 

 2 色 X 線 CT 技術は、現在、医療分野等で用いられている

が、そのほとんどの対象となる元素は比較的原子番号が小さい

ものだけである。というのも、図 1から分かるように、100keV

以下程度の低エネルギー領域では原子番号の大きい元素が吸

収端を持つため、これらの元素には 2 色 X 線技術を適用でき

ない。そこで、重元素が吸収端を持たない数 100keV程度のエ

ネルギー領域を用いて、燃料デブリへの 2色 X線 CT技術の適

用を検討した。また数値解析からも有用であることを示した。 

3. 基礎実験 

基礎実験として、当研究室が持つ 950keV X バンドライナックと

photon counting式の Ce:GAGG X線識別カメラを用いて鉄釘サンプ

ルの CT実験を行った。結果、検出器のカウントレートを加速器の

光子のパルスの繰り返し数が大きく上まわり、パイルアップが確認

された。そこで、パルス数を減らすために遮蔽材として鉛を加速器

と検出器の間に置いたところ、図 2のようにパイルアップすること

なくエネルギースペクトルがとれ、鉛の特性 X線が確認された。 

3. 結論 

2 色 X 線 CT 技術の燃料デブリへの適用可能性を検討した。また、その数値解析を行った。基礎実験とし

て、可搬型加速器 X線源と Ce:GAGG X線識別カメラを用いて実験を行い、パイルアップが起こることを確

認し、それに対して鉛遮蔽が有効であることを実証した。 
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図 1 デブリ内に存在する可能性のある元素の線源弱係数 

図 2 鉛遮蔽を置いたときのエネルギースペクトル 
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